
読書教育重点校 活動報告
＜学校紹介＞
熊本県立鏡わかあゆ高等支援学校は、旧氷川高校跡地に

ひ か わ

令和３（２０２１）年４月１日、新しく開校した高等部のみの特別支

援学校です。

学科は「普通科」と「専門学科」に分かれ、現在１４１名の生徒が

学んでいます。（令和５年２月末現在）

開校記念式典の様子（令和４年１１月１９日）

＜図書館について＞
本校の図書館は、校門を入ってすぐのカフェ実習室に隣接しており、月に１度

カフェがオープンする際には、コーヒーを飲みながら、地域の方々にも開放して

います。

蔵書は旧氷川高校と松橋支援学校から引き継いだ本と合わせ、現在約４２００

冊となっています。令和３年度は、校舎内も完全には完成しておらず、図書室は

帰りのバスを待つ生徒の待合室として利用されているだけでした。貸し出し数も

０冊で、本は図書室で読むだけとなっていました。

しかし、令和４年度には校舎もすべて完成し、６月から本の貸し出しも始め、

カフェ実習室でおもてなし 今年度は、生徒職員合わせて１４４冊の貸し出しがありました。

＜図書活動の取り組み＞
月に１回、図書委員会を開いて、生徒発案のもと様々な活動を行っています。

４月 図書館オリエンテーション

５月 本棚の整理

６月 「きずなを深める月間」いじめ防止・人権教育関係のオススメの本を紹介

７月 「図書だより第１号」発行

９月 読書の秋・ハロウィンに合わせた図書館の飾り付け

１０月 「図書だより第２号」発行

１１月 わかあゆ祭（文化祭）へ向けた本の整理・飾り付け

２月 「図書だより第３号」発行 本棚の整理の様子
図書だより

＜今後の課題＞
鏡わかあゆ高等支援学校は、令和５年度に３学年の定員が全部

そろう完成年度を迎えます。国語の時間に辞書を活用した授業を

取り入れたり、進路に関する図書も充実を図っています。本を借

りたいという生徒も確実に増えており、放課後の図書室はとても

賑やかです。

授業等ではiPadを活用する場面が増えていますが、実際に目

で見て触れて興味の幅を広げることができる紙の本の良さを知っ

てもらう活動を、生徒たち自身の発案も大切にしながら進めてい

きたいと思います。


